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「
外
臺
秘
要
方
』
四
十
巻
は
唐
の
王
壽
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

大
規
模
な
書
學
全
書
で
あ
る
が
、
「
明
堂
灸
法
七
門
」
の
副
題
を

持
つ
巻
三
十
九
は
全
巻
が
鍼
灸
に
つ
い
て
の
記
述
に
終
始
し
て
い

る
。
特
に
こ
の
巻
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
占
め
る
「
十
二
身
流
注

五
藏
六
胴
明
堂
」
は
、
「
明
堂
』
に
由
來
す
る
孔
穴
条
文
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
明
堂
』
は
後
漢
頃
に
成
立
し
た
孔

穴
害
で
、
鍼
灸
治
療
に
使
用
さ
れ
る
孔
穴
の
名
称
、
位
置
、
効

能
、
鍼
の
刺
入
深
度
、
灸
の
壯
數
、
孔
穴
の
主
治
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
原
本
は
傳
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
内
容
は

『
外
臺
秘
要
方
」
以
外
で
は
、
晉
代
の
「
甲
乙
經
」
、
唐
代
の
「
黄

帝
内
經
明
堂
類
成
」
（
以
後
、
楊
上
善
『
明
皇
と
称
す
）
、
日
本
の

「
害
心
方
』
巻
二
等
か
ら
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
史

志
の
著
録
と
し
て
、
例
え
ば
「
蕾
唐
書
』
に
『
黄
帝
明
堂
」
三
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『
外
臺
秘
要
方
」
巻
三
十
九
に
引
用
さ
れ
る

「
明
堂
」
条
文
に
つ
い
て

木
場
由
衣
登

巻
、
『
黄
帝
明
堂
經
』
三
巻
、
『
黄
帝
内
經
明
堂
」
十
三
巻
な
ど
の

記
載
も
あ
る
。
こ
れ
ら
幾
種
の
『
明
堂
」
伝
本
資
料
の
相
關
關
係

は
未
だ
明
確
で
な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
「
明
堂
」
由
來
の
条

文
を
弓
明
堂
』
条
文
」
と
称
す
る
。

「
外
臺
秘
要
方
」
巻
三
十
九
の
「
明
堂
序
」
で
は
「
明
堂
甲
乙
」

を
「
書
人
之
秘
寶
後
之
學
者
宜
遵
用
之
・
・
・
」
と
評
し
、
「
明
堂
」

と
並
ん
で
『
甲
乙
經
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
実
際
、
「
十
二

身
流
注
五
藏
六
脈
明
堂
」
も
、
『
明
堂
』
自
体
の
引
用
よ
り
も
、

『
甲
乙
經
」
の
引
用
す
る
『
明
堂
經
」
条
文
が
記
載
内
容
の
多
く

の
部
分
を
占
め
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
外
臺
秘
要

方
」
巻
三
十
九
の
「
明
堂
」
条
文
は
、
「
甲
乙
經
」
の
校
勘
資
料
、

古
い
『
明
堂
』
の
復
元
資
料
と
い
う
二
面
性
を
持
っ
て
い
る
。
た

だ
『
明
堂
』
の
復
元
と
い
う
鮎
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
中
に
階
唐
に

成
立
し
た
頚
権
『
明
堂
』
、
楊
玄
操
『
明
堂
』
等
の
条
文
も
混
在

し
て
お
り
、
古
い
「
明
堂
」
の
全
禮
構
成
が
不
明
確
な
こ
と
も
あ

っ
て
、
取
り
扱
い
に
は
特
別
の
注
意
を
要
す
る
。

「
外
臺
秘
要
方
』
巻
三
十
九
の
『
明
堂
』
条
文
で
は
鍼
の
刺
入

深
度
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
全
て
の
孔
穴
が
十
二
經
脈
に

配
當
さ
れ
て
お
り
、
「
甲
乙
經
』
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
と
な
っ
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に
は
「
肺
熱
病
者
。
先
凄
凄
然
厭
。
起
皮
毛
。
悪
風
寒
。
舌
上

は
「
心
膨
膨
痛
。
少
氣
不
足
以
息
。
尺
澤
主
之
」
、
「
肘
痛
。
尺
澤

主
之
」
「
喉
痒
。
…
尺
澤
：
．
主
之
・
」
と
別
の
条
文
に
分
か
れ
て
お

り
、
「
外
臺
秘
要
方
』
で
は
「
喉
痒
。
上
氣
。
舌
乾
脇
痛
。
心
膨

膨
痛
…
」
と
あ
り
、
「
肘
痛
」
は
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
。

③
「
魚
際
」
の
主
治
条
文
に
お
い
て
、
「
外
臺
秘
要
方
」
に

痛
不
堪
。
汗
出
而
寒
。
及
陽
明
出
血
」
と
あ
る
。
『
明
堂
』
条
文

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
と
對
應
す
る
条
文
と
し
て
、
「
甲
乙
經
」

て
い
る
。
ま
た
、
「
轌
穀
」
「
飲
郡
」
「
應
突
」
「
脇
堂
」
「
芳
庭
」

「
始
素
」
「
膏
盲
命
」
等
の
孔
穴
も
『
甲
乙
經
」
に
未
見
の
も
の
で

あ
る
。
更
に
「
外
臺
秘
要
方
』
巻
三
十
九
を
楊
上
善
「
明
堂
」
、

「
甲
乙
經
」
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

①
楊
上
善
『
明
堂
」
で
は
手
太
陰
肺
經
に
置
か
れ
て
い
た
「
中

府
」
が
、
『
外
臺
秘
要
方
」
で
は
脾
の
經
脈
に
属
す
。

②
「
尺
澤
」
の
主
治
条
文
に
お
い
て
、
楊
上
善
「
明
堂
」
で
は

胸
背
。
不
得
息
。
頭
痛
甚
不
出
汗
」
と
あ
り
、
楊
上
善
「
明
堂
』

「
心
膨
膨
痛
。
肘
痛
。
喉
癖
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
『
甲
乙
經
』
で

「
虚
極
。
酒
酒
毛
起
悪
風
寒
。
舌
上
黄
。
身
熱
。
欽
嗽
喘
。
痒
走

に
「
舌
上
黄
。
身
熱
争
。
則
喘
欽
。
瘍
走
胸
應
背
。
不
得
息
。
頭

手
太
陰
陽
明
。
出
血
如
大
豆
。
立
已
」
と
あ
り
、
『
素
問
」
刺
熱

論
篇
に
は
「
肺
熱
病
者
、
先
湘
然
厭
、
起
毫
毛
、
悪
風
寒
、
舌
上

太
陰
陽
明
。
出
血
如
大
豆
。
立
已
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
『
明

堂
』
条
文
と
「
黄
帝
内
經
』
に
關
連
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

プ
（
》
Ｏ

④
そ
の
他
、
「
尺
澤
」
や
「
少
商
」
に
は
「
外
臺
秘
要
方
」
に

の
み
記
載
さ
れ
る
条
文
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
頚
権
や
楊
玄

操
の
「
明
堂
』
か
ら
の
引
用
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）

甚
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黄
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身
熱
。
熱
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喘
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不
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太
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頭
痛
不

堪
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而
寒
。
丙
丁
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逆
則
丙
丁
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刺
手

黄
。
身
熱
。
熱
争
則
喘
歎
。
痛
走
胸
麿
背
。
不
得
大
息
。
頭
痛
不

汗
出
而
寒
。
丙
丁
甚
。
庚
辛
大
大
汗
。
氣
逆
則
丙
丁
死
。
刺


